
～ 企業価値向上につながる、最適な産業支援サービスの提供 ～

ながの産業支援ネット連携推進会議
令和7年4月22日（火）

公益財団法人長野県産業振興機構
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長野県産業振興機構の支援について
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組織図



【総合相談窓口】
企画連携部

・機構事業・コーディネート等の相談

相談体制（窓口）

【地域の相談窓口】
地域センター

（長野、上田、松本、諏訪、伊那）
県
内
企
業

ながの産業支援ネット
商工会議所、商工会、金融機関等

県内７１の産業支援機関

（公財）長野県産業振興機構

【経営上の悩み相談】
よろず支援拠点

（本部・サテライトで対応）

相談

支援

相談

情報共有
相互支援

連携支援
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相談体制（お問合せ先）
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本部 （ＮＩＣＥ）

NICEメールマガジン

当機構以外の産業支援
情報も随時発信しています

https://www.nice-o.or.jp/magazine/



令和７年度事業の概要

① 事業一覧
② 支援制度の概要
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令和７年度の事業一覧
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（事業一覧）
第１ 企画連携事業

１ イノベーション創出プロジェクトの推進
２ 県内産業支援機関との連携に基づく

      支援体制の構築
３ 国際的産学官連携の推進
４ 産業界の課題解決に向けた取組の促進
５ 自動車産業におけるサプライヤーの事

      業転換推進
６ 企業に役立つ支援情報の発信

第２ 新産業創出支援事業

Ⅰ 次世代産業への支援
１ 健康・医療産業分野への支援
２ 航空宇宙産業分野への支援
３ 食品産業分野への支援

Ⅱ グリーンイノベーションの推進
１ ゼロカーボン関連技術の事業化支援
２ 競争的資金を活用した共同研究支援

Ⅲ 信州ＩＴバレー構想の推進
１ ＩＴ産業振興に向けた支援

第３ 経営支援事業

Ⅰ 相談支援
１ よろず支援拠点事業の展開
２ 事業計画策定支援

Ⅱ 創業・経営革新等支援
１ 創業支援
２ 経営革新等支援

Ⅲ マーケティング支援
１ 総合支援
２ 生産財販路開拓支援
３ 消費財販路開拓支援

Ⅳ 企業再生支援
１ 企業再生支援

Ⅴ 事業承継・引継ぎ支援
１ 事業承継・引継ぎ支援

第４ 地域センター事業

Ⅰ 長野センター
１ 地域企業ニーズに基づく事業の推進
２ 県地域振興局、管内市町村等の産業

      政策ニーズに基づく事業の推進
３ 顔が見える人的ネットワーク形成に

      資する事業の展開
４ 共通基盤事業（コーディネート活動等）

Ⅱ 上田センター
    １ 地域企業ニーズに基づく事業の推進
２ 県地域振興局、管内市町村等の産業

      政策ニーズに基づく事業の推進
３ 顔が見える人的ネットワーク形成に

      資する事業の展開
４ 共通基盤事業（コーディネート活動等）

（事業計画ベース）
予算規模 17.3億円（県7.1億 国8.8億、運用益他1.4億 ）

Ⅲ 松本センター
１ 地域企業ニーズに基づく事業の推進
２ 県地域振興局、管内市町村等の産業

      政策ニーズに基づく事業の推進
３ 顔が見える人的ネットワーク形成に

      資する事業の展開
４ 共通基盤事業（コーディネート活動等）

Ⅳ 諏訪センター
１ 地域企業ニーズに基づく事業の推進
２ 県地域振興局、管内市町村等の産業

      政策ニーズに基づく事業の推進
３ 顔が見える人的ネットワーク形成に

      資する事業の展開
４ 共通基盤事業（コーディネート活動等）

Ⅴ 伊那センター
１ 地域企業ニーズに基づく事業の推進
２ 県地域振興局、管内市町村等の産業

      政策ニーズに基づく事業の推進
３ 顔が見える人的ネットワーク形成に

      資する事業の展開
４ 共通基盤事業（コーディネート活動等）

※朱書きは令和７年度の新規実施を含む事業区分



担当部・
センター 事業区分 事業名

予算額
（千円） 事業概要

次世代
産業部

健康・医療産業分野への支
援

医療機器開発における産業動
向調査事業（創)

54,780
の一部

市場のグローバル化やDXの進展等の市場環境の変化に対
応した医療機器産業振興について、産業動向の変化に対応
するため、長野県及び信州大学と連携し、具体的なアプロー
チ方法を検討する

経営支
援部

経営革新等支援
専門家派遣事業（創）
小規模事業者向け

2,738
経営課題の解決に取組む小規模事業者が機構の登録専門
家を1単位2時間16,500円（税込）の1/4の負担金で1事業者
当たり年間9単位18時間まで利用可能

マーケ
ティング
支援部

消費財販路開拓支援
消費財海外販路開拓支援事業
（マ）

7,277
の一部

海外のスーパーマーケットが開催する長野フェアにおいてバ
イヤーと県内事業者との商談を実施
・セントラル貿易USA 長野フェア（予定）
（米・ニューヨーク周辺）

事業承
継・引
継ぎ支
援部

事業承継・引継ぎ支援 事業承継相談と個別支援（承） 2,288
弁護士人材による法的な観点からの前さばき、助言、関係
機関への橋渡し

長野セ
ンター

地域企業ニーズに基づく事
業の推進

経営戦略フレームワーク基礎セ
ミナー（人）

218
地域企業の次世代の経営者を対象に、事業戦略を立案す
るための手順や基礎的なフレームワークを学ぶためのセミ
ナーを開催し、効率的に論理的な企画や戦略の立案を支援

上田セ
ンター

地域企業ニーズに基づく事
業の推進

幹部技術者交流フォーラム2.0
（交）

122
産学官共同研究開発に資する大学等の研究シーズを提供
し、地域企業のネットワーク形成と産学官・企業間交流を促
進するため、人的交流の場を提供する。

県地域振興局、管内市町村
等の産業政策ニーズ基づく
事業の推進

地域ＤＸ研究会（創） 199
長野東信地域を対象に、多様な業界が連携して観光業界の
デジタルトランスフォーメーション（DX）を推進し、地域全体の
産業振興を目指すための研究会を開催する。

松本セ
ンター

顔が見える人的ネットワーク
形成に資する事業

アルプス企業人・私の回顧録事
業（人）

84

中信地域において、熱い想いで企業を育て、そして地域経
済を引っ張ってきた経営者（アルプス企業人）に創業の経緯
や難局突破の経験・教訓を語っていただき、聴講者のビジネ
スマインド、挑戦マインド、創業マインドの醸成を図る。

令和７年度の新規事業
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事業一覧（支援制度のご案内、コーディネーター・推進員の紹介）
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◆支援制度の概要
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◆支援事例集

https://www.nice-o.or.jp/support/support-14333/

https://www.nice-
o.or.jp/support/support-14333/

https://www.nice-o.or.jp/pamphlet/

https://www.nice-o.or.jp/pamphlet/

NICEの主要な支援制度についてまとめた案内を作成しています。
「支援制度が知りたい」、「相談先に悩んでいる」、といったと
きに本案内をご利用ください。

当機構が実施したさまざまな支援事業の中から、特
色ある事例を掲載しています。当機構のご活用の参考
としてください。

https://www.nice-o.or.jp/support/support-14333/
https://www.nice-o.or.jp/pamphlet/
https://www.nice-o.or.jp/support/support-14333/
https://www.nice-o.or.jp/pamphlet/


 令和７年度 支援制度のご案内  
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 窓口相談支援   
 

 事業名 事業内容 問合せ先 

1 

窓
口
相
談 

長野県よろず支援 
拠点事業 

雇用・労務、技術開発、IT 活用、現場改善、経営改

善、売上拡大、販路開拓等様々な相談に対応し、必
要な支援機関、支援施策を紹介 

【相談費用】無料 

【支援対象者】中小企業・小規模事業者、NPO 法
人、一般社団法人、社会福祉法人、創業予定者等 

長野県よろず支援拠点 

026-227-5875 

info@nagano-
yorozu.go.jp 

2 

相
談
支
援 

取引適正化相談事業 

「下請かけこみ寺」の相談窓口として、中小企業の
経営活動で生じる取引上のトラブルや下請代金支
払遅延等防止法等の相談に対応 

【相談費用】無料 

マーケティング支援部 

0120-418-618 

matching@nice-
o.or.jp 

3 

相

談
支
援 

自動車部品サプライヤー 
事業転換支援事業 

CASE 対応等に伴う県内自動車部品サプライヤー
の事業転換や新たに参入しようとする県内製造業
などからの相談に対応 

【相談費用】無料 

企画連携部 

026-227-5803 
automo@nice-o.or.jp 

4 

相
談
支
援 

長野県プロフェッシ

ョナル人材戦略拠点
事業(デジタル推進) 

県内事業者のデジタル人材等のニーズの掘起しと
求人ニーズをプロフェッショナル人材戦略拠点に
取次ぐため、各地域センターにデジタル担当マネー
ジャーを配置し、デジタル人材の活用による経営革
新を推進 

【相談費用】無料 

企画連携部 

026-227-5803 
renkei@nice-o.or.jp 

又は 
各地域センター 

5 

相
談
支
援 

医療機器等開発相談
支援事業 

医学的知識や品質マネジメントシステム、事業化な

ど医療機器等の開発における課題に対し、専門的知
識・ノウハウを持ちアドバイザー登録している専門
家が助言。特に、医薬品医療機器等法や保険適用に
係る課題に対しては、信州大学オフィスにおいて
PMDA 審査官 OB 等の専門家が対応 

【相談費用】無料（信州大学オフィスにおける薬事
及び保険収載に係る相談については 2 回以降有
料） 

【支援対象者】県内中小企業者、県内支援機関等 

次世代産業部 

信州医療機器事業化 
開発センター 

026-217-1634 

med@nice-o.or.jp 

信州大学オフィス 

0263–37–3421 

smdc@shinshu-
u.ac.jp 

6 

相
談
支
援 

長野県デジタル化一

貫支援体制整備事業 

デジタル化・DX 推進を目的とした「長野県デジタ
ル化一貫支援サイト」により、生産性向上等を支援
する内容を情報発信するとともに、導入に向けた相
談に対応 

【相談費用】無料 

長野県デジタル化一貫
支援サイト相談窓口 

026-225-3010 

デジタル技術による新たな製品・サービス開発や
AI・IoT 等による生産効率化やセキュリティ・デジ
タル化に向けた補助金の活用等の相談に対応。自治
体や産業支援機関が主催するデジタル化に関する
セミナーの開催についても支援 

【相談費用】無料 

IT バレー推進部 

026-217-1635 

dx@nice-o.or.jp 
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 事業名 事業内容 問合せ先 

7 

相
談
支
援 

カーボン排出量 
可視化・削減支援事業 

LCA の観点からカーボン排出量の算定・可視化・
削減に向けた構想実現に係る相談に対応し、必要な
支援機関、支援施策を紹介。また、必要な設備導入
資金等の獲得を支援 

【相談費用】無料 

グリーンイノベーショ
ン推進部 

026-217-1634 

green-innv@nice-
o.or.jp 

8 

相

談
支
援 

信州フードテック 
転換支援事業 

様々な食品のニーズに対応した新たな食品開発と
してフードテックの取組への相談対応 

【相談費用】無料 

次世代産業部 

026-217-1634 

shinsangyo@nice-
o.or.jp 

 
 伴走支援   

 

 事業名 事業内容 問合せ先 

9 

伴
走
支
援 

イノベーション創
出事業 

機構の一貫支援機能を活かし、審査委員会で認定す

るイノベーション創出につながる取組（企画・開発
から商品化、販路拡大までどの段階でも可）に対し、
必要に応じてプロジェクトチームを組成し、機構、
国、県等の様々な支援施策の活用により伴走支援 

 

【支援対象者】異業種との連携を組む県内中小企業 

【支援期間】３年程度 

【支援施策例】国等の大型補助金獲得支援、機構内
の支援施策の活用支援、認定によりイノベーショ
ン創出支援補助金（上限 200 万円、1/2以内）
に申請が可能 

【認定申請時期】4月以降を予定 

 

企画連携部 

026-227-5803 

renkei@nice-o.or.jp 

又は 

各地域センター 

 

 企画・開発段階の支援  
 

 事業名 事業内容 問合せ先 

10 

開
発
補
助
金 

成長産業支援補助金 

研究開発及び実用化を目的とした試作開発及び販
路開拓に取り組む経費の一部を補助（販路開拓のみ
不可） 

 

【補助率等】 

健康・医療 上限 500 万円、1/2 以内 
航空機   上限 200 万円、1/2 以内 
環・エネ  上限 1,000 万円、1/2 以内 
（ゼロチャレンジ型 2,000 万円、2/3以内） 
 

【支援対象者】 

健康・医療 県内中小企業者 
航空機   県内中小企業者、県内大学等 
環・エネ  県内企業 
 

【申請時期】4月下旬～5 月下旬（予定） 

次世代産業部 

026-217-1634 

信州医療機器事業化 
開発センター 

med@nice-o.or.jp 

航空機産業支援センター 

aerospace@nice-
o.or.jp 

グリーンイノベーション
推進部 

green-innv@nice-
o.or.jp 
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 事業名 事業内容 問合せ先 

11 

開
発
マ
ッ
チ
ン
グ 

共同研究開発交流
支援事業 

医工連携ポータルサイトにおいて、県内企業のオン
ライン出展を支援。長野県ブースを訪れた医療従事
者や製販企業と県内企業とのニーズ・シーズマッチ
ングを実施 

【支援対象者】県内企業、県内大学等 

【出展費用】無料 

【出展・マッチング時期】随時 

次世代産業部 

信州医療機器事業化 
開発センター 

026-217-1634 

med@nice-o.or.jp 

12 

開
発
補
助
金 

コンソーシアム活
用型 IT ビジネス創
出支援事業補助金 

産学官連携コンソーシアムによる IT システム開発
及び IT システム開発に係る実証実験に要する経費
の一部を補助 

【補助率等】上限 400 万円、1/2 以内 

【支援対象者】県内ＩＴ中小企業 

【申請時期】4月中旬～5 月下旬（予定） 

IT バレー推進部 

026-217-1635 

cons-it-hojo@nice-
o.or.jp 

13 

連
携
体
構
築 

コンソーシアム拠点  

支援事業 

ニューノーマル対応、地域課題解決、産業 DX、自
治体 DX 等の具体的な課題解決に資する IT システ
ム開発プロジェクトの立ち上げからコンソーシア
ムを形成するための取組を支援 

【支援事例】IT システム開発につながるハッカソン、

アイデアソン等のイベントへの共催 

【支援対象者】県内 IT 企業 

IT バレー推進部 

026-217-1635 

it-valley@nice-o.or.jp 

14 

生
産
体
制
整
備 

航空機産業企業内
体制整備補助金 

JISQ9100 や Nadcap などに適した生産体制を
整備するために社内講習の開催や専門家などの技
術指導を受ける費用の一部を補助 

【補助率等】上限 50万円/社、1/2以内 

【支援対象者】県内中小企業 

【申請時期】4月下旬から随時受付（予定） 

次世代産業部 

航空機産業支援センター 

026-217-1634 

aerospace@nice-
o.or.jp 

15 

人
材
育
成 

JISQ9100 内部
監査員養成研修 

JISQ9100の運用や体制構築を主導する内部監査
員を育成するため、規格要求事項や内部監査の方法
を解説 

【受講料】10,000 円/人 (予定) 

【支援対象者】JISQ9001 を理解している県内企
業のマネジメントシステム管理者又は担当者 

【開催時期】7月、12 月頃の 2 回を予定 

次世代産業部 

航空機産業支援センター 

0265-49-8047 

aerospace@nice-
o.or.jp 

16 

人
材
育
成 

信州大学医療機器
産業人材育成プロ
グラム 

医療機器の研究開発人材に向けたリスキル教育プ

ログラム 

【対象者】医療機器の研究またはそれに関連した産
業に従事している方、医療機器産業分野に関心をお
持ちの方 

【受講方法】e-learning 

【受講料】60,000 円(受講時間 60 時間) 

     65,000 円(受講時間 70 時間) 

【募集期間】11/1(土)まで 

次世代産業部 

信州医療機器事業化 

開発センター 

信州大学オフィス 

0263-37-2428 

s_reskiling@shinshu-
u.ac.jp 

       



- 4 - 

 創業・経営革新等支援   
 

 事業名 事業内容 問合せ先 

17 

創
業
支
援
金 

地域課題解決型創
業等支援事業 
(ソーシャル・ビジネス
創業支援金) 

長野県内の地域課題をビジネスの手法で解決するソ
ーシャル・イノベーションによる創業等を行う方に
対し、その事業に要す経費の一部を助成 

【補助金】補助対象経費の１/２以内（上限額 200 万円） 

【募集時期】 

〇 １次募集 ４月上旬～５月中旬（予定） 
〇 ２次募集 ６月上旬～７月下旬（予定） 

※２次募集は、1 次募集の申請、採択状況による 

経営支援部 

026-227-5028 

keieishien@nice-
o.or.jp 

18 

専
門
家
経
費
助
成 

専門家派遣事業 

中小企業等が抱える様々な問題に対し、中小企業等
の申請に応じて、当機構に登録された民間の専門家
を派遣するとともに、その経費を一部負担 

(専門家の登録状況は、当機構の HP で検索可能) 

【対象者】 

創業者枠 長野県内で創業予定または創業１年未満の事業者 

小規模事業

者枠 

小規模事業者（従業員 20 人以下、商業（卸売業・

小売業）・サービス業は５人以下） 

DX・省力化

枠 

DX や省力化を進めるために、新たな機器やデジ

タル技術システムを導入予定の事業者 

一般枠 上記以外で経営の向上を目指す意欲ある事業者 

※創業者枠以外は、創業から１年を経過している事

業者が対象 

【要する経費】1 単位 2時間で 16,500 円(税込) 

〇 創業者枠：無料 

〇 小規模事業者枠：事業者負担 1/4（３/４を当機構が負担） 

〇 DX・省力化枠：事業者負担 1/4（３/４を当機構が負担） 

〇 一般枠：事業者負担 1/2（１/２を当機構が負担） 

【派遣時間】最大 12 単位（24 時間）まで派遣可能
（創業者枠・小規模事業者枠は最大 9 単位（18 時
間）） 

【申請期間】随時受付 

経営支援部 

026-227-5028 

haken@nice-
o.or.jp 

19 

海
外
出
願
助
成
金 

中小企業等海外出
願支援事業 

中小企業等の海外への特許、実用新案、意匠及び商標

登録出願等に要する費用の一部を助成 

【対象者】県内に主たる事業所を有する中小企業者等  

【補助額】 

限度額 

特許 150 万円 

実用新案･意匠･商標登録 60 万円 

冒認対策商標 30 万円 

補助率 １／２以内 

※ 同一企業で 300 万円まで複数案件利用可 

【募集期間】5月中旬～6 月中旬（予定） 

経営支援部 

026-227-5028 

gaikoku-ip@nice-
o.or.jp 
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 販路開拓・拡大支援   
 

 事業名 事業内容 問合せ先 

20 

販
路
開
拓
助
成
金 

中小企業販路開拓
助成事業 

■ 販路開拓助成金 

県内中小企業(製造業又はソフトウェア業)等の技術・製品
の販路開拓を支援するため、展示会、見本市等への出展費
用の一部を助成 

【助成対象者】製造業又はソフトウェア業に属する県内中
小企業者等 

【助成経費】 

区分 対象経費・助成率 助成限度額 

国 内 

展示会 

出展料の 1/3 以内 

(小規模事業者向け:2/3 以内) 
20 万円 

海 外 

展示会 

出展料、その他対象経費 

(通訳代及び輸送費等)総額の 1/2 以内 

(小規模事業者向け:2/3 以内) 

75 万円 

オンライン 

展示会 

出展料及びｵﾌﾟｼｮﾝ費用の 1/3 以内 

(小規模事業者向け:2/3 以内) 
20 万円 

【募集時期】上期出展分 4 月中旬、下期出展分 8 月頃 

■ 販路開拓助成金(海外等展示会) 

円安局面における県内中小企業等の海外マーケットにお
ける新市場開拓や販路拡大を支援するため、海外展示会等
への出展費用を助成 
【助成対象者】製造業又はソフトウェア業に属する県内中
小企業者等 

【助成経費】 

区分 対象経費・助成率 助成限度額 

海 外 

展示会 

出展料及びその他対象経費(通訳代及び

輸送費等) 総額の 2/3 以内 
100 万円 

オンライン 

展示会 

出展料及びその他対象経費(ｵﾌﾟｼｮﾝ費用

及び動画制作費等) 総額の 2/3 以内 
100 万円 

 【募集時期】 4 月～5月予定 

マーケティング 
支援部 

026-227-5013 

matching@nice-
o.or.jp 

21 

販
路
開
拓
支
援 

受発注取引支援 
事業 

■ 県内地域における受発注取引推進 

「受発注取引推進員」を上田、諏訪、伊那、松本に配置し、
県内で生産財を加工・製造している企業に係る受発注取
引、販路開拓等の相談支援 

【推進員の電話番号】 

上 田 080-7719-3591 

諏 訪 080-7719-3636 

伊 那 080-7719-3657 

松 本 080-7719-3661 

■ 県外地域における発注開拓 

「発注開拓推進員」を東京、名古屋、大阪に配置し、企業
訪問による発注開拓支援 

マーケティング 

支援部 

026-227-5013 

matching@nice-
o.or.jp 
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 事業名 事業内容 問合せ先 

22 

販
路
開
拓
支
援 

ものづくりマーケ
ティングスキル向
上セミナー事業 

■ 提案営業セミナー 【開催時期】９月～11月頃 
商談会などで販路開拓や経営戦略に活用できる効果的な
マーケティング力を身につけるため、中小企業等向けに、
提案力や交渉力、プレゼンテーション能力の向上等に資す
るセミナーを開催 
■ 経営戦略セミナー 【開催時期】12 月頃 
経営者等を対象に成長力・収益力の強化を図るためのセミ
ナーを開催 

マーケティング 
支援部 

026-227-5013 

matching@nice-
o.or.jp 

23 

販
路
開
拓
支
援 

技術提案商談会事
業 

県内企業からなる「技術提案キャラバン隊」を編成して、
自動車や次世代交通システム、医療機器関連等のメーカー
の発注企業を訪問し、開発担当役員や技術・購買担当者と
の商談を企画・開催 

【参加負担金】有り(規模等に応じて異なる) 

マーケティング 
支援部 

026-227-5013 

matching@nice-
o.or.jp 

24 

販
路
開
拓
支
援 

長野ものづくり・
成長市場分野展示
会事業 

県内中小企業の先端・特色技術及び自社製品を PR し、新

規取引先の開拓を支援するため、「長野ものづくり技術展」
を関東圏で開催 

【長野ものづくり技術展】 

展示会名 会場 開催時期 

長野ものづくり技術展 

In テクニカルショウヨコハマ 
パシフィコ横浜 R８年 2 月 

成長期待分野(「健康・医療」「環境・エネルギー」「次世代
交通」)の展示会に「長野県コーナー」を設置し、大手メー
カーの技術者や開発担当者等との商談支援 

【成長市場分野展示会】 

展示会名 会場 開催時期 

Medtec Japan 東京ビッグサイト R７年 4 月 
 

マーケティング 
支援部 

026-227-5013 

matching@nice-
o.or.jp 

展示会名 開催場所 開催時期 

エアロマート名古屋 2025 ポートメッセなごや R７年９月 
 

次世代産業部 
航空機産業支援センター 
0265-49-8047 
aerospace@nice-
o.or.jp 

25 

販
路
開
拓
支
援 

海外販路開拓支援
事業 

■海外展開相談・展示会出展支援 

海外への販路開拓等を支援するため、「グローバル展開推
進員」及び「グローバル展開コーディネーター」を本部に
配置し、相談対応をするとともに、セミナーの開催、海外
展示会への出展支援やオンラインによる海外現地企業と
の商談会等を開催 

展示会名 開催場所 開催時期 

METALEX2025 タイ(バンコク) R７年11月 
 

マーケティング 
支援部 

026-269-7366 

kokusai@nice-
o.or.jp 

展示会名 開催場所 開催時期 

WHX Dubai 2026 

(World Health Expo Dubai) ドバイ R８年２月 

 

次世代産業部 
信州医療機器事業化 
開発センター 
026-217-1634 
med@nice-o.or.jp 
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 事業名 事業内容 問合せ先 

26 

販
路
開
拓
支
援 

ものづくり製品オ
ンライン発信事業 

オンラインシステム「テクノリーチナガノ」により、県内
製造業の製品・技術を国内外に情報発信するとともに、商
談会や展示会等を開催し発注企業との商談等のマッチン
グまで支援 

【対象者】県内に事業所を有する中小製造業者等(工業製品)  

【登録費用(受注企業のみ)】年会費 5,000 円 

マーケティング 
支援部 

026-227-5013 

treach@nice-
o.or.jp 

27 

販
路
開
拓
支
援 

食品関連産業経営
力アップ推進事業 

「県産品コーディネーター」を県庁、飯田、松本に配置し、
県内食品事業者の県内外の販路開拓に係る相談に対応す
るとともに、商品化の支援、専門展示会や商談会への出展
支援、バイヤーへの紹介、市場開拓・販路拡大の支援 

【主な商談会等】 

(対象分野：食品) 

〇大手流通事業者等の主催する商談会 
〇おいしい信州ふーど発掘商談会：年 1回(東京) 
〇スーパーマーケットトレードショー：R８年２月（千葉） 

(対象分野：食品・非食品) 

〇長野県産品商談会：年 2 回(県内) 
〇おいしい信州ふーど発掘 Web 商談会：随時 
〇販路拡大に向けた最新の市場動向、食品表示、展示方法
等のセミナーを開催 

マーケティング 

支援部 

026-235-7246 

hanro@nice-
o.or.jp 

28 

販
路
開
拓
支
援 

海外販路開拓支援
事業 

・「食のグローバル展開推進員」を県庁と東京に配置し、
海外販路開拓に係る相談に対応するとともに、海外で開催
される食品展示会や長野フェアへの出展支援や展示会等
出展後のフォローアップ支援 

 

・海外のスーパーマーケットにおける長野フェアの開催
などにより、県産品の PR と海外への販路開拓支援 

フェアの名称 開催地 開催時期 

マルカイハワイ 長野フェア アメリカ(ホノルル) R７年６月 

ドン・キホーテ USA(ハワイ) 

長野フェア 
アメリカ(ホノルル) R7 年６月 

マルカイコーポレーション 

長野フェア 
アメリカ(ロサンゼルス) R７年 6 月～7 月  

宇和島屋 長野フェア アメリカ(ポートランド) R７年７月 

裕毛屋 長野フェア 台湾(台中) 
R７年 12 月 

米国セントラル貿易 

長野フェア（予定） 

アメリカ（ニューヨーク

周辺） R８年１月予定 

 

・有望市場である台湾で開催される展示会へ出展し、県内
中小企業の輸出を支援 

展示商談会・展示会名 開催地 開催時期 

FOOD TAIPEI 2025 台湾(台北) R７年 6 月 

 

マーケティング 
支援部 

026-235-7246 

hanro@nice-
o.or.jp 



- 8 - 

 事業承継・再生支援   
 

 事業名 事業内容 問合せ先 

29 

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援 

長野県事業承継・ 
引継ぎ支援センタ
ー事業 

「長野県事業承継・引継ぎ支援センター」を設置 
親族内承継、従業員承継、第三者承継の実現に向けた相
談に対する専門家派遣やマッチングなどの総合的支援 
また、金融機関や商工団体などを構成機関とした「長野
県事業承継ネットワーク」による事業承継診断の実施を
支援 

創業を目指す起業家と後継者不足に悩む企業との橋渡
しを支援（後継者人材バンク事業） 

【相談費用】相談無料 
【相談窓口】県内に相談窓口としてエリアコーディネー
ターを配置 

北信地域 (長 野) 080-9293-0557 

東信地域 (上 田) 070-4076-4772 

中信地域 (松 本) 080-8748-3751 

南信地域 (飯 田) 080-9993-0832 
 

長野県事業承継・引

継ぎ支援センター 

026-219-3825 

30 

事
業
再
生
支
援 

長野県中小企業活
性化協議会事業 

収益力改善をはじめ、借入金等の課題を抱えた中小企業

の経営再建に向けた取組を支援 

【支援対象者】経営環境の変化に対応した収益力改善の
必要がある中小企業者や一時的に経営が悪化している
が財務や事業の見直しなどにより再生が可能な中小企
業者 

【相談費用】相談無料 
（再生計画策定の際、必要に応じて費用負担有り） 

長野県中小企業 
活性化協議会 

026-227-6235 

 

31 

経
営
改
善
支
援 

経営改善計画策定
支援事業 

国の認定を受けた外部専門家の支援を受けて経営改善

計画を策定する場合、策定費用の一部を負担 

■ 経営改善計画策定支援事業 

【支援対象者】借入金の返済負担等の財務上の問題を抱
えている中小企業等で、金融支援要請を支援する先 

 補助対象経費 
補助率 

(上限補助額) 

通
常
枠 

DD・計画策定支援費用 2/3(上限200万円) 

伴走支援費用 2/3(上限100万円) 

金融機関交渉費用 2/3(上限 10 万円) 

※ 別途、「中小企業の事業再生等に関するガイドライン」に基づ

く私的整理を支援する制度あり 

■ 早期経営改善計画策定支援事業 

【支援対象者】資金繰り管理や採算管理など、基本的な
経営改善に取り組む中小企業等 

 補助対象経費 
補助率 

(上限補助額) 

通
常
枠 

経
営
者
保
証
解
除
枠 

計画策定支援費用 2/3(上限 15 万円 ) 

伴走支援費用(期中) 2/3(上限  5 万円 ) 

伴走支援費用(決算期) 2/3(上限  5 万円 ) 

 金融機関交渉費用 2/3(上限  10 万円 ) 
 

長野県中小企業 
活性化協議会（経営
改善） 

026-217-6382 

 

【各地域センターのお問い合わせ先】 

・長野センター TEL026-225-6650     ・上田センター TEL0268-23-6788      ・松本センター TEL0263-40-1780 

・諏訪センター TEL0266-53-6000(内線 2664)        ・伊那センター TEL0265-76-5668 

 



支援制度説明会開催のお知らせ
Nagano Industrial and Commercial Encouragement Organization 

主催:⾧野県産業振興機構

GRANT

補助金等の支援制度の説明及び
支援制度を活用した事例を紹介します

4月24日（木）までに、下記HPの申込みフォーム又はQRコードからお申込みください。

お申込み方法

〔お問い合わせ先〕 公益財団法人 ⾧野県産業振興機構 企画連携部 担当 越、青木
TEL : 026-227-5803 E-mail:renkei＠nice-o.or.jp

13:35～14:00 成⾧産業支援補助金(事例含む) 次世代産業部
14:00～14:15 コンソーシアム活用型ITビジネス創出支援事業補助金(事例含む) ITバレー推進部
14:15～14:30 イノベーション創出事業(事例含む) 企画連携部
14:30～14:50 ソーシャルビジネス創業支援金(事例含む)

専門家派遣事業 経営支援部
14:50～15:00 中小企業等販路開拓助成金 マーケティング支援部
15:00～15:15 NICEの支援制度のご案内 企画連携部

Schedule

対象者
⾧野県内の事業者、
起業家や金融機関、支援機関 等

開 催 日 ４月25日（金）

開催時間 13:30-15:15

開催方法 ZOOMウェビナー

https://www.nice-o.or.jp/info/info-62175/



長野県よろず支援拠点の紹介

202５年

長野県よろず支援拠点
樋口武伸



2

４つの特徴



3

データ・
アンケート結果



長野県よろず支援拠点の「専門家・コーディネーター」

１．事業者の経営課題に応じ、各分野の専門家が伴走支援します
【専門分野】

「売上・販路拡大」 「デザイン・商品開発」「ブランディング」

「IT活用」「WEB・SNS活用」「販売店舗レイアウト」

「雇用・労務関係」「法律相談」

「経営改善」「資金繰り」「製造現場改善」「農商工連携」

【コーディネーター（専門家）】

※長野県よろず支援拠点パンフレット、HPをご覧ください

２．相談対応について
売上拡大や経営改善等の経営課題の解決に向けて、一歩踏み込んだ専門的な提案を行います。
また、課題解決に向けて相談内容に応じた適切な支援機関の紹介や課題に対応した支援機関の
相互連携をコーディネートします
（１）総合的・先進的な、 経営アドバイスを提供

様々な分野の専門家がいるからこそ、色々な角度から一歩踏み込んだアドバイス
（２）経営課題に応じコーディネーターや他の機関と連携、ワンストップサービス

課題解決に向け、必要に応じ他のコーディネーターや支援機関等と連携します
4



【支援事例①-(1)】 原理原則に則った在庫管理で

キャッシュフローを改善しました！

【事業者】 【現状及び支援の経緯】

5

製造業（現場改善）



【支援事例①-(2)】 原理原則に則った在庫管理で

キャッシュフローを改善しました！

6

製造業（現場改善）



【支援事例②-(1)】 Instagram（インスタ）での集客支援の結果、
フォロワー＆来店客が増加！

【事業者】 【現状及び支援の経緯】

7

小売業（広告宣伝）



【支援事例②-(2)】 Instagram（インスタ）での集客支援の結果、
フォロワー＆来店客が増加！

8

小売業（広告宣伝）



よろず支援拠点【価格転嫁サポート窓口】について

1. 中小企業庁は適切に価格交渉・価格転嫁できる環境を整備す
るために、各都道府県に設置している『よろず支援拠点』に
【価格転嫁サポート窓口】を新設（令和５年7月10日～）

2. 長野県よろず支援拠点では、支援機関（金融機関担当者等）

と同席等により、事業者の価格転嫁・取引適正化を支援！

■金融機関の応接室にて ■事業者との面談・町工場にて

9



『よろず支援拠点』と『金融機関様』との連携①

10

長野信用金庫様×長野県よろず支援拠点
事業者様向け「価格転嫁交渉セミナー」（R6.5.23)

・セミナーび個別相談会 (参加者：48社）
セミナー内容：Zoomを活用したオンラインセミナー

価格転嫁交渉における進め方とポイント
などについて解説

50%

50%

0% 0%

セミナー理解度

とてもよく理解できた

理解できた

あまり理解できなかった

理解できなかった

参加者事後アンケート結果
「とてもよく理解できた」
「理解できた」の割合100％



『よろず支援拠点』と『金融機関・商工団体様』との連携②

■金融機関（上田信用金庫様「価格転嫁支援勉強会」R6.7.29）

■商工会様（佐久地区商工会様「価格転嫁支援勉強会」R6.7.19)

11

金融機関・商工団体×長野県よろず支援拠点
職員様（法人担当者）向け「価格転嫁交渉支援セミナー」



ご相談の流れ

ご相談は、事前予約制、来訪型、Web面談による対応となります

■通常相談は、事務局へ事前予約。各相談所へ来訪していただきます

■各支援機関（例：商工会様）からの相談依頼は、

①各商工会様、又は②よろず支援拠点（各サテライト含）で対応します

【ご留意点】・相談時間の目安は約1時間。申請書作成等の実務は行いません

12



13

長野県よろず支援拠点 【相談場所】

【北信】
・長野市：よろず支援拠点 ・北信サテライト（北信合同庁舎）
【中信】
・松本サテライト（松本合同庁舎）・北アルプスサテライト（大町合同庁舎）
・木曽サテライト（木曽合同庁舎）
【東信】
・上田サテライト（上田合同庁舎） ・佐久サテライト（佐久合同庁舎）
【南信】
・諏訪サテライト（諏訪合同庁舎） ・伊那サテライト（伊那技術形成センター）

・松本サザンガク（松本市） ・飯田エスバード（飯田市）
・塩尻エンパーク（塩尻市） ・上田市役所（上田市）
・伊那商工会議所 ・駒ヶ根商工会議所

・諏訪信用金庫様（岡谷市） ・飯田信用金庫様（飯田市）
・アルプス中央信用金庫（伊那市）

以上18か所
その他、日本政策金融公庫様（各支店）でスポット開催

長野県産業振興機構・長野県地域振興局

他の公的機関施設活用

金融機関（定期相談開催先）



7経支第29号      

令和７年４月16日 

ながの産業支援ネット参加機関 各位 

公益財団法人長野県産業振興機構 

理事長  山浦 愛幸 

 

令和７年度 3機関連携「事業者支援研修会」の開催について 

 

 日頃より、長野県産業振興機構の事業に対しまして、格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、ながの産業支援ネット参加機関の皆様におかれましては、支援している事業者の課題が複雑かつ

困難を伴っているのではと推察しております。 

そこで、効果的・効率的な事業者支援方法の研修および情報交換・相互交流のため、下記のとおり令和

７年度3機関連携「事業者支援研修会」を開催したいと思います。つきましては、ご多用中とは存じます

が、ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１. 日 時： 令和７年５月２１日(水) １３：００～１７：００ （受付開始 １２：３０） 

 

２. 場 所： シャトレーゼホテル長野 3階「飛翔」 

       （〒380-0922 長野県長野市七瀬1-1 JR長野駅「東口」徒歩1分 ） 

 

３. 参集者： ながの産業支援ネット参加機関 （定員50名、先着順） 

 

４． 申込期限 ： 令和７年５月１２日（月）※専用参加フォーム等にて申込 

 

５. 内 容： 

    （１）開会挨拶  公益財団法人長野県産業振興機構 専務理事 内田雅啓 氏 

 （２）講演 

①金融庁企画市場局 審議官  新発田 龍史 様 

「金融機関における支援策」(仮) ≪60分≫ 

②板橋区立企業活性化センター センター長 中嶋 修 様 

「経営改善支援のポイント」 ≪60分≫ 

  ③埼玉県商工会議所連合会 広域指導員 黒澤 元国 様 

       「経営力再構築伴走支援の進め方」≪60 分≫ 

（３）３機関連携の連携状況と各機関事例紹介等  

・公益財団法人長野県産業振興機構  

・長野県よろず支援拠点 

・長野県事業承継・引継ぎ支援センター 

・長野県中小企業活性化協議会 

 

※終了後、同会場で「懇親会（情報交換会）」参加費7,000円（税込）を設営しておりますので、 

併せてご出席を検討ください。 

お問い合せ窓口：（公財）長野県産業振興機構 

長野県よろず支援拠点 西村、石坂、樋口 

TEL：026-227-5875 FAX：026-227-6086 E ﾒｰﾙ：info@nagano-yorozu.go.jp 
※当日連絡先：（樋口）070-2351-6571 

 



■   経営者と共創します

■   可能性を探究します

■   解決策を提案します

■   優位性を発信します

■   支援の輪を繋げます

企業と共に、
常に技術を磨き、
価値を創る。

令和5年(2023年)4月にスタートした長野県の5カ年計画に基づき、

工業技術総合センターは、「ゆたかな社会」の実現に向け「創造的で強

靱な産業の発展」を支援するために、クロスイノベーションの中核的な

役割を果たします。 試験・評価のレベル向上に努め、先導的な技術・

研究開発に挑戦し続け、価値の創造を成果とし、企業と共に、世界に

伍する持続可能な産業に向かっていきます。
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長野県工業技術総合センター組織図

※XI(クロスイノベーション)：セグメント、技術、業界、企業等の既存の枠組みを超えたイノベーション

3Dデジタル生産技術を使った設計、試作、評価を一貫して支
援する開発支援拠点(長野市)です。
3Dデジタル生産技術共同研究棟に、設計、試作及び各種評価
装置を整備し、医療機器をはじめとした県内製造業の製品開発
力向上をお手伝いします。産業支援機関との連携によりビジネ
スモデルの検討から事業化まで総合的に支援を行います。

5G/ポスト5Gに対応した次世代電子部品・電子モジュールに係
る総合的な開発支援拠点(岡谷市)です。
次世代電子機器を創出するための地域共同開発環境を整備し、
電子材料評価、配線技術、モジュール性能評価など幅広い要
素技術でハードウェア産業を支援します。試験機器のリモート利
用を実現するバーチャル公設試システムを導入しています。

生産現場におけるAIやIoTの利活用等の支援をする開発支援拠
点(松本市)です。
研究会活動を通じた生産現場へのAI・IoT技術の普及・啓発、
県内企業との実証研究プロジェクトによる生産活動のDX化の推
進、工場の省エネ化支援等により、県内企業の競争力向上をお
手伝いします。

発酵・加工食品や健康長寿など長野県の強みを活かした新しい
高付加価値食品づくりとブランド力向上を支援する開発支援拠
点(長野市)です。
食品の研究開発・商品開発における産学官連携拠点として、試
作加工と評価機能を充実させ、機能性食品などの｢からだに優し
い食品｣の創出に向けて、研究開発、商品開発を支援します。

5Gラボ
次世代高速通信モジュール評価試験拠点

精密・電子・航空技術部門

20 μm

3Dラボ
３Ｄデジタル生産技術実装化研究拠点

材料技術部門

DXラボ
AI 活用 /IoT デバイス事業化・開発センター

環境・情報技術部門

FOODラボ
しあわせ信州食品開発センター   機能性食品等開発拠点

食品技術部門

研究開発事例

導入設備利用事例 導入設備利用事例

商品化支援事例

台風被災からの
復興支援味噌 フルーツピクルス サラシアなめ茸

DX、GX、LXによる新しい価値の創出を推進するため、
産学官連携を通じ、センターの総合力を発揮します。

XIハブ
 技術連携支援
技術連携部門

微
細
な
格
子
構
造

の
造
形
例

金
属
積
層
造
形
装
置

利用企業開発品（RFスプリングコンタクト）

[超小型タイプ ] [超小型+高剛性タイプ ]

利用企業開発品
（半導体検査治具）

内部形状を最適化して
伝熱特性を改善した例 極表面複合分析装置

1.8mm
1.2mm 1.2mm1.2mm



＜参考＞ センターの概要 

１ センターの業務内容  

 

 
 

技 術 相 談 

新材料・新技術の導入、生産技術の向上、その他技

術上の様々な問題について、各分野の職員が蓄積さ

れた技術や文献等の情報に基づいて相談にお応えし

ます（無料）。 

依 頼 試 験 

施 設 利 用 

研 究 開 発 

そ の 他 

企業からの依頼に応じて当センター保有機器を使っ

て各種の試験を行っています（有料）。結果の提供だ

けでなく、解析・評価の技術相談にもお応えします。

試験項目、費用はウェブページをご覧下さい。 

製品の開発や評価等に当センターの施設や機器を開

放しています（有料）。操作方法は職員が説明します。

利用できる施設機器はウェブページをご覧下さい。 

企業の技術力の向上や技術シーズ開拓のため、各種

の研究開発を行い、技術の普及に努めています。ま

た企業等のご要望により、共同研究や受託研究（有

料）も行っています。 

研究報告書の発行、ウェブページの運営、メールマ

ガジン等による技術情報の提供を行っています。 

また講習会や研究会などを企画・開催し企業の人材

育成も支援しています。 
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長野県工業技術総合センター  材料技術部門 金属材料部 

Tel：026-226-2012（直通） E-mail：kogyoshiken@pref.nagano.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日酸ＴＡＮＡＫＡ(株)は酸素・レ

ーザーなどの各種の溶断機、

溶接機やガス制御機器の開発・製造及び販売を行ってい

ます。 

同社では異種材料の接合や高い寸法精度が得られる

ろう付け作業に水素ガスを適用するため、専用トーチの開

発や作業性の向上などを進めてきました。工業技術総合

センターでは、水素ガス熱源によるろう付けの実用化のた

め、接合品の品質評価を支援しました。 

 

プロパンガスなどを用いた従

来のろう付け作業では、炎の

色から温度分布を読み取り作業を行います。しかし水素ガ

スの炎は無色で、ろう付け時の作業性に相違があるため、

水素ガスとプロパンガスそれぞれによる接合品の品質を

比較して問題が無いか確認したいと相談を受けました。 

X線検査によるろう材の流れ込みの確認及び材料強度

試験による接合部の強度比較を提案し、その際、検査装

置の仕様、部材間の位置ずれによる強度への影響を考慮

して、図のようにガスが抜ける円筒状の試料に凹凸を組

み合わせるインロー形状の接合面を付与した形状をご提

案しました。 

 

センターでの試験により、水

素ガスとプロパンガスで同等

品質のろう付け接合が可能であることが確認でき、水素ガ

ス利用の可能性を広げることができました。また、ろう付

け後の品質をX線画像等で視覚的に示すことにより、水素

ガス利用促進に向けて分かりやすいPR資料を作ることが

できました。 

 

企業が利用したセンター等の

業務名（利用年度） 

・ 技術相談（令和５年度） 

・ 依頼試験（令和５年度） 

 

 

水素ガス用トーチ（ハイパワーZS線状加熱器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろう付け部の構造（1/2カットモデル）とX線透過画像 

 

当社で取り組んでいるカー

ボンニュートラル燃焼技術

の一環として水素ガス利用を推進しています。その一つに、

ろう付け技術があります。その強度確認の一環であるX線

検査、及び強度試験にて、長野県工業技術総合センター

様のご協力を賜りました。 

企業として、ユーザーに安心、安全な製品をお届けする

ことは必要不可欠なことです。一方、単独企業では専門の

設備の確保は非常に難しく、その部分をセンター様にフォ

ローいただけることは非常にありがたく、特に今回は、試

験サンプル試作段階からアドバイスをいただき無事に強

度確認出来たことに感謝しています。今後も引き続きご協

力をお願いしたいと考えています。 

支援の概要 

支援の経緯 

material 
 水素ガストーチによる 

ろう付け部の品質評価 
日酸ＴＡＮＡＫＡ株式会社 長野工場（千曲市） 
URL https://www.nissantanaka.com 

支援を受けて 

成   果 

日酸TANAKA株式会社 

ガス事業本部 事業部長 荒木 秀男 氏 

水素ガス プロパンガス 

X

線 

円筒A 

円筒B 

銀ろう 

空隙 

ボイド 

支援の履歴 

https://www.nissantanaka.com/


 

 

長野県工業技術総合センター  精密・電子・航空技術部門 加工部 

Tel：0266-23-4052（直通） E-mail：seimitsushiken@pref.nagano.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(株)小松精機工作所と太陽工

業(株)は共に諏訪地域に拠点

を置き、自動車関連機器や家電・医療機器などを対象とし

た精密プレス部品の製造・販売を主な事業としています。

近年の高度化する顧客要求に対応するため、微細プレス

加工技術の共同開発を推進しています。工業技術総合セ

ンターでは微細粒鋼の曲げ・絞り加工技術の開発、量産工

程を対象とした加工センシング技術の開発、デジタル画像

相関法（DIC）による塑性メカニズムの解明に関する技術

開発の支援をしました。 

 

微細プレス加工においては金

属材料の結晶粒径が製品の

品質に大きく影響します。(株)小松精機工作所は材料の結

晶粒径をマイクロメートルオーダーで揃える技術を保有し

ており、微細曲げ・微細絞り加工技術の基礎開発に取り組

みました。センターは材料強度特性の評価や塑性加工シ

ミュレーションを支援して、結晶粒径と加工特性の相関を

明らかにすることに貢献しました。太陽工業(株)は量産工

程の金型異常を素早く検知し、不良品の発生を抑制する

技術開発に取り組みました。センターは金型ひずみの直

接計測や、量産金型の一部をセンサ化する新たなセンシ

ング技術を提案し、開発を支援しました。また、各社の取

組みについて、月１回の定例ミーティングを開催すること

で、情報共有と意見交換によるオープンイノベーションを

推進することができました。 

 

同業他社と協働して開発に取

り組み、技術者同士のコミュニ

ケーションを図ることで、共通する課題への対応力を強化

できました。DICや高速度カメラのメーカー技術者に協力

を依頼し、最新技術の勉強会も実施しました。また、令和５

年秋に開催された日本塑性加工学会連合講演会で口頭

発表し、共同開発の成果を普及できました。 

 

企業が利用したセンター等の

業務名（利用年度） 

・ 提案・開発力強化共同研究（令和４年度） 

・ 産学官連携技術開発推進事業（令和５年度） 

 

微細プレス加工技術の開発

に取り組むことで、顧客から

の高度な開発要求に対応することができ、新規製品の受

注獲得に寄与することができました。また、共同開発の成

果の一つとして、若手スタッフの人材育成が挙げられます。

他社の取組み状況を勉強し、自社の取組み状況について

意見を聴取することで、一社だけでは実現することが難し

かった、技術開発力と情報発信力の向上を図ることができ

ました。今後も協働して取り組むことで、地域プレス加工業

界の活性化に努めてまいります。 

 

 

 

支援の概要 

支援の経緯 

precision, electronics and aviation 
 微細プレス加工技術の開発と 

塑性メカニズム解明に関する研究 
株式会社小松精機工作所・太陽工業株式会社 （諏訪市） 
URL https://www.komatsuseiki.co.jp/ ・ https://www.taiyo-ind.co.jp/  

支援の履歴 

支援を受けて 

成   果 

株式会社小松精機工作所 

専務取締役 研究開発部長 

小松 隆史 氏 

太陽工業株式会社 

代表取締役副社長 

三井 太郎 氏 

https://www.komatsuseiki.co.jp/
https://www.taiyo-ind.co.jp/


 

 

長野県工業技術総合センター  環境・情報技術部門 情報システム部 

Tel：0263-25-0778（直通） E-mail：kankyojoho@pref.nagano.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(株)イーエムアイ・ラボは、県

内に多く存在する中山間地圃

場での農業の自動化に取り組んでいます。中山間地圃場

は地形が急峻で平坦な土地が少ないため、機械導入によ

る効率化が難しいとされています。これまで中山間地圃場

を走行する運搬ロボット等の開発に取り組み、農業の自動

化、効率化を進めてきました。今回農業の自動化において、

もっとも重要な課題の一つである収穫作業の自動化に向

け、工業技術総合センターと連携しリンゴの自動収穫ロボ

ットの開発を行いました。 

センターが保有するロボット

やその研究事例を応用するこ

とで収穫作業の自動化が可能であると考え、令和４年度よ

り連携し研究を進めてきました。令和４年度は小型の協働

ロボットを使用し、試作機の開発を行いました。令和５年度

は収穫に適した大きさの協働ロボットを使用し、圃場で使

用可能な自動収穫ロボットの開発を行いました。また、ロ

ボットビジョン(ロボットの目の役割を果たすシステム)に知

見のある公立諏訪東京理科大学工学部情報応用工学科

橋本幸二郎氏にもご協力いただきました。 

センターで実施している産学

官連携技術開発推進事業を

通して、リンゴを自動収穫するロボットを開発しました。自

動収穫ロボットは、ビジョンセンサのデータからＡＩによりリ

ンゴを認識します。認識したリンゴの位置情報からロボット

を制御しリンゴを把持、人の動きを模倣した収穫動作を行

うことで収穫を行います。圃場でのフィールドテストを実施

した結果、リンゴの自動収穫が行えることを確認しました。 

今後はリンゴの認識精度向上やロボット走行系との高

度な連携に取り組み、リンゴの自動収穫ロボットの実用化

に向け、引き続き研究に取り組む予定です。また、今回開

発した自動収穫ロボットの技術は、リンゴだけでなくその

他の果実や野菜の収穫にも応用が可能であるため、展開

に向けて調査、研究を進めていく予定です。 

企業が利用したセンター等の

業務名（利用年度） 

・ 産学官連携技術開発推進事業（令和５年度） 

・ 受託研究（令和４年度） 

・ 受託研究（令和５年度） 

 

ロボットによる自動収穫の様子 

 

自動収穫ロボットの開発で

は、センターが保有するロ

ボットやＡＩ学習用並列処理コン

ピュータ等を利用させていただ

きながら研究を進めてきました。

リンゴの自動収穫が行えること

を確認しましたが、まだ課題も

多くあります。今後もセンターと

連携し、自動収穫ロボットの実

用化に向けて取り組んでいこう

と思います。 

株式会社 イーエムアイ・ラボ 

最高技術責任者 竹内 永 氏 

支援の概要 

支援の経緯 

environment and information 
 中山間地に適応可能な 

果樹用自動収穫ロボットの開発 
株式会社イーエムアイ・ラボ（富士見町） 
URL https://emi-lab.jp/ 

支援の履歴 

支援を受けて 

成   果 

https://emi-lab.jp/


 

 

長野県工業技術総合センター  食品技術部門 加工食品部 

Tel：026-227-3134（直通） E-mail：shokuhinshiken@pref.nagano.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾麺である干しそばは保存性

に優れていますが、食べる際

には大きな鍋に湯を沸かし、吹きこぼれに注意しながら一

定時間茹でなければならず、調理の簡便性向上が課題で

した。そこで、長野県信州そば(協組)は、特殊な製法によ

り、電子レンジで短時間調理可能な「ＮＡＧＡＮＯ ＳＯＢＡ」を

開発しました。工業技術総合センターでは、同組合からの

研究委託を受け、調理方法の確立等、本製品の評価試験

を行い、商品化を支援しました。 

 

 

開発段階における本製品の

客観的評価と普及効果を図る

ため、同組合からセンターに相談がありました。センター

では調理方法の確立、賞味期限についての検討、遊離ア

ミノ酸等の呈味成分や機能性成分であるルチン、GABAに

ついての分析評価を行いました。また、レンジ調理に適す

る調理容器についても検討を行い、商品化に向けた支援

を行いました。 

 

 

同組合では簡便調理可能な

本製品の海外展開を計画し、

センターの支援結果等を踏まえ、包装パッケージ制作、

PR冊子（日本語版＊1、英語版）やレシピブックの作成＊2、

SNS＊3を駆使した宣伝や国内外（オーストラリア）における

展示会への出展を行い、現在、海外普及と輸出拡大に向

けて取り組んでいます。 

*1:http://www.ngn.janis.or.jp/~shokuhin/Buckwheat/book_n

aganosoba/#target/page_no=1 

*2:http://www.ngn.janis.or.jp/~shokuhin/Buckwheat/book_re
cipe/#target/page_no=1 

*3:https://www.youtube.com/watch?v=438mw0KA4EY 

 

企業が利用したセンター等の

業務名（利用年度） 

・ 受託研究（令和２年、４年度） 

NAGANO SOBA 

（左：和文パッケージ、右：欧文パッケージ） 

 

センターの支援を受けて、 

NAGANO SOBAの国内外に

向けたPRを行うことができまし

た。海外展開については、先

ずはオーストラリアにおける

販売普及に向けて取り組みを

進めていきます。 

 

長野県信州そば協同組合 

    理事長 柄木田 豊 氏 

支援の概要 

支援の経緯 

food 
  

「NAGANO SOBA」の開発支援 
長野県信州そば協同組合（長野市） 
URL http://www.ngn.janis.or.jp/~shokuhin/Buckwheat/index.html 

支援の履歴 

支援を受けて 
成   果 

http://www.ngn.janis.or.jp/~shokuhin/Buckwheat/index.html


本日の資料は、長野県工業技術総合センターの 

ホームページで公開しています。 

トップページ https://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/cms/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用化等の成果事例 

https://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/cms/koukai/jitsuyoukaseika/ 

https://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/cms/
https://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/cms/koukai/jitsuyoukaseika/


令和7年度ながの産業支援ネット連携推進会議資料

ジェトロの輸出支援関連サービスのご紹介

      2025年4月22日

   ジェトロ長野貿易情報センター

©JETRO NAGANO 2025

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

   

  

  

  

  

    

   
  

  

  
   

  

  
  

  

  

  

  

  

  
  

  

  
  

  

  

      

    

  

   

  
  

  

  
  

    

事務所数 （2025年4月1日現在）

国内
本部
アジア経済研究所
日本食品海外プロモーションセンター
地域本部6カ所
貿易情報センター48事務所 1支所

海外
56カ国76事務所



ステップ別ジェトロのサービスメニュー全体像(主なもの) 輸出編

計画段階 取引先探し 商談

■輸出に関する相談に乗ってほしい
⚫ 貿易投資相談
⚫ 新規輸出1万者支援プログラム

■海外市場の基礎情報・制度情報を入手したい
⚫ ジェトロウェブサイト「国・地域別情報」
・貿易投資制度
・投資コスト比較データ
・ビジネス短信／産業・市場調査レポート

⚫ 海外ミニ調査サービス（法令、統計、価格調査）
⚫ ウェビナー／セミナー
⚫ 海外ブリーフィングサービス
⚫ 海外コーディネーターによる相談サービス
⚫ 中小企業海外展開現地支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ(市場調査)

■ビジネスパートナーを見つけたい
⚫ 海外見本市・展示会
・ジャパン・パビリオン
・見本市・展示会データベース（J-messe）

⚫ 海外バイヤー招へい・商談会
⚫ 国内商社商談会 (食品系、非食品系)
⚫ ジェトロ招待バイヤー専用カタログオンラインサイト「Japan Street」
⚫ 国際ビジネスマッチングサイト（e-Venue）
⚫ デジタル販売支援(Japan Mall, JAPAN STORE(米英Amazon)プログラム 等)
⚫ 中小企業海外展開現地支援プラットフォーム(企業リストアップ, 商談アポイント取得等)
⚫ 日本産食品グローバル・ゲートウェイ事業(旧サンプルショールーム事業)

⚫ 海外ミニ調査サービス（企業照会）
⚫ ビジネスアポイントメント取得(ジェトロメンバーズ(JM)限定）

■実務の知識が欲しい
⚫ 貿易実務講座（E-Learning、ライブ配信）
⚫ ウェビナー／セミナー（EPA/FTA関連等）

■海外展開戦略策定から海外販路開拓に至るまで一貫して支援してほしい
⚫ 海外展開専門家による伴走型個社支援 新輸出大国コンソーシアム（農林水産・食品以外の全分野）
⚫ 輸出プロモーターによる伴走型個社支援（農林水産・食品）

■グローバル人材を育成したい・活用したい
⚫ 中小企業海外ビジネス人材育成塾／育成塾プラス
⚫ 高度外国人材活躍推進プラットフォーム

成約

■知的財産を保護したい
⚫ 模倣品・海賊版被害相談窓口 ／国別模倣対策マニュアル・報告書等

©JETRO NAGANO 2025



新規輸出1万者支援プログラム

新たに輸出に乗り出すみなさまを後押しする支援策をご提案します

無料サービス無料

専門家が輸出の可能性について相談に応じます。
課題を明確にし、海外市場の商品ニーズの紹介や、事業計画の策定をお手伝いします。

海外向けの商品開発・改良、ブランディング、プロモーションの費用を補助します。
輸出向け商品の生産設備導入費用やPR動画・SNS広報の制作費用、また越境ECサイト構築費用を
補助します（国などの補助金をご紹介します）。

1.

2.

現地事情に詳しい専門家が相談に応じます。
専門家による現地の市場調査等のお手伝いや有望な輸出先を紹介します。
また、貿易実務・法務・会計に関する疑問にお答えします。

3.

SOLUTIONS ジェトロは、経済産業省、中小企業庁、及び中小機構と一体となり、新たに輸出に挑戦する事業者を支援します。

様々なマッチングの機会を用意しています。
海外ECサイトへの出展や輸出商社マッチング、海外見本市・展示会／商談会など、
海外への販路開拓の機会を紹介します。

４.

1.輸出に挑戦するか迷っている。

2. 商品開発やブランディングなど輸出に向けた準備をしたい。

3. 輸出先を決めたい。

4. 輸出の手段やパートナーを見つけたい。

詳細はこちら→ https://www.jetro.go.jp/ichiman-export.html

©JETRO NAGANO 2025
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JAPAN STREET 有料

商品をJapan Streetサイトに掲載し、日本語と英語で世界中のバイヤーに紹介します。
• 登録商品数は無制限で、いつでも商品の登録・追加が可能です。掲載時期も長く、お好きなタイミングで参加いただけます。
• 食品・日用品・機械・コンテンツ・サービスなど幅広い分野の商品を登録いただけます。
• ウェブサイトなのでバイヤーは日英以外の言語に変換して24時間365日閲覧できます。動画や画像、SNSも掲載可能で、多面的に商品の魅力をPRできます。
• ジェトロの海外事務所より、日本の商品を求める各国・地域様々な産業分野のバイヤーへ利用案内を行います。

バイヤーから引き合いがあった場合には、ジェトロが仲介し、商談をサポートします。
• バイヤーとの商談や取引に不安がある場合にはジェトロがサポートします。
• バイヤーから寄せられる商談やお見積りに関する第一報は、ジェトロから参加企業の皆さんにご連絡するた外国語のメールが届くような心配もございません。

ジェトロ他事業との連携
• Japan Mall事業やTAKUMI NEXT事業、日本産食品サンプルショールーム事業をはじめとするジェトロの他事業と

連携しているため、一度の登録で効率的に複数事業にご参加いただけます。

ジェトロ招待バイヤー専用カタログサイトで貴社商品を全世界のバイヤーへ

無料サービス無料

SOLUTIONS

1.

2.

3.

1.日本にいながら手軽に、じっくり、低コストで海外へのチャレンジを始めたい。

2.商品の動画や画像を通して、商品の魅力を伝えたい。

3.ジェトロが招待した意欲的なバイヤーに商品を紹介したい。

詳細はこちら→ https://www.jetro.go.jp/services/japan_street.html

©JETRO NAGANO 2025

https://www.jetro.go.jp/services/japan_street.html


海外ビジネスに関するご相談 ／ ご紹介ください

ジェトロ長野貿易情報センター
TEL: 026-227-6080 メール: ngn@jetro.go.jp

https://www.jetro.go.jp/jetro/japan/nagano/

     〒380-0928 長野市若里1-18-1 長野県工業技術総合センター3階

ジェトロ諏訪支所
TEL: 0266-52-3442 メール: suw@jetro.go.jp

      〒392-0021 長野県諏訪市上川1-1644-10 諏訪合同庁舎5階

©JETRO NAGANO 2025
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INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）

R7.４.22（火） ながの産業支援ネット連携推進会議 資料

は
INPIT長野県知財総合支援窓口

の中小企業等支援

一般社団法人 長野県発明協会
（INPIT長野県知財総合支援窓口）

１



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）
INPIT長野県知財総合支援窓口

中小企業等

知財総合支援窓口

・特許，商標等の出願・権利化の支援

・知財情報調査に関する支援

・知財活用に向けた事業支援

・模倣品対策の支援

・権利侵害問題への対応

・技術契約関連の支援

・ノウハウ（ 情報）の管理支援

支援相談

専門家
・弁理士 ・弁護士

・知財戦略アドバイザー

・中小企業診断士
・ブランド専門家etc.

支援機関

・金融機関

・長野県産業振興機構

・研究機関

・よろず支援拠点

・商工会議所・商工会

・工業技術総合センター
・ JETRO etc.

連携

秘密厳守
相談無料

中小企業等が抱える様々な経営課題について、
「知的財産」の側面から解決を図り、企業の成長に寄与する。 2



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）

令和７年度 担当地域表

3

アドバイザー

県内2箇所に常設窓口を開設・アドバイザー配置

長野窓口 ★：リーダ 岡谷窓口 ★：リーダ

★ 久保 順一 長野市、佐久地域、上田地域、坂城町 ★小沢 益也 上伊那地域、下伊那地域、
木曽地域

矢口 秀昭 長野市、須坂市、小布施町、高山村、
飯綱町、信濃町、北信地域 金井 信夫 諏訪地域

藤原 亮一 長野市、千曲市、小川村、大北地域、
麻績村、筑北村、生坂村 横沢 聡 松本市、塩尻市、安曇野市、

山形村、朝日村



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）専門家派遣

4

課題に応じて希望する専門家
を派遣し、

▷何度でも
（回数制限ありません！）

▷無料で
（費用は一切かかりません！）

▷切れ目なく
（年度に縛りはございません！）

ご支援できます！



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）

5

支援内容 ①

中小企業等の抱える課題の解決のため、次表のような知的財産面からの支援を

「無料」「秘密厳守」で行います。

項 目 内 容

特許、商標等の出願・権利化の支援 特許庁への出願は、弁理士に委任する会社もありますが、小規模事
業者等は多くの費用を掛けることが   困難です。商標は自身での申請
書類の作成が比較的しやすいものの、指定役務など判断が容易ではな
く支援を必要とします。
また、弁理士に特許などの出願を委任する場合でも、そもそも新規

性、進歩性があり権利化が可能であるかの検討など事前準備が必要で
あり、サポートします。

特許情報、技術動向の検索支援 技術開発をする際には他社に特許などを押さえられている分野を避
けて戦略的に開発しなければ徒労に終わってしまう可能性があります。
有効な技術開発のためには事前調査を支援します。

摸倣品対策への支援 自社の技術を特許などで権利化し、模倣品の拡大を防止し低価格競
争にならないようにすることが重要であり、対応を支援します。



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）

項 目 内 容

権利侵害問題への対応 特許など知的財産の権利は、自身の権利の侵害が分かったときには
権利行使が必要です。一方、他社から権利侵害していると警告された
場合における適切な対応を支援します。

海外展開の支援 海外での売上・販路拡大を目ざす企業に対し、専門家を派遣して海
外展開に関する知的財産のリスクや活用方法等について支援します。

ノウハウ（ 情報）の管理支援 特許など権利化すれば、権利が保護される代わりに情報が公開され
ます。特許化された技術が無断で実施された場合、権利行使をします
が、生産ノウハウなどは、権利侵害の発見が困難であり、往々にして
権利行使できないため、特許出願せずに社内で秘密情報として管理す
ることが必要です。出願/秘匿化の判断に関する助言や社内の管理体
制の構築などを支援します。

支援内容 ②

6



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）
県の産業施策に貢献するための支援  ①

本事業の目的は、企業の成長を促し、地域経済を活性化させることであることから、長野
県の中期総合計画「しあわせ信州創造プラン3.0」及びその目標達成のために策定された
「長野県産業振興プラン」をはじめ、県が推進する産業振興施策に貢献することが重要で
あり、次表のような知財支援を行います。

産業振興施策 知財支援

産業イノベーションの創出に取り組む
企業の集積

県が「長野県産業振興戦略プラン」に基づき集積を目指している、
グローカルな視点で社会の変化に柔軟に対応しながら産業イノベー
ションの創出に取り組む企業の集積に寄与する知財支援を行う。

農・水産物のブランド強化 県は「信州農産物知的財産活性化戦略」に基づき、県内の高品質
の農・水産物のブランドを強化し、販路開拓を進めている。育成者
権と商標を併せた権利化のほか、「地域団体商標」、「地理的表示
(GI)保護制度」等の活用など、県内農水産物のブランド化に寄与す
る知財支援を行う。

県内の地酒(日本酒、ワイン等）の振興 県は「信州の地酒普及促進・乾杯条例」に基づき、 地域資源で
ある地酒の一層の普及促進により、元気で活力ある郷土の創造を目
指している。県内の地酒（日本酒、ワイン等）を製造する業者に対
して、知財を効果的に活用するための支援を行う。

7



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）

8

県の産業施策に貢献するための支援  ②

産業振興施策 知財支援

観光ブランドの形成・確立 県は「信州の強みを最大限発揮する観光ブランドの形成・確立」
を目指している。強みとなる観光資源は、癒し、食、歴史・文化な
ど。宿泊サービスに留まらず、飲食、物販、体験など観光業の広い
関連分野の商品、サービスに係る知財  支援を行う。

地域資源を活用した商品化 県は県内の豊かな地域資源を活かした商品化やブランドづくりを
目指し、「長野県地域資源製品開発支援センター」を設置して、企
画からデザイン、販売促進、情報発信等まで一貫して中小企業等を
支援している。商品化やブランド化には知財支援が欠かせないため、
センターと連携した支援を行う。

イノベーション創出事業 県は地域経済の発展等のため「イノベーション」を通じた新規事
業の開発や事業化に取り組む中小企業に対し、県産業振興機構をは
じめとする様々な支援機関の支援メニューを総動員して支援を行っ
ている。この支援チームの一員として 知財面から支援を行う。



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）

9

相談者の課題解決のために、他の支援機関との連携がますます重要となっていることから、
他の支援機関との連携を重視、推進しています。

支援機関との連携 ①

■ 連携受諾 （カッコは連携機関の例）
① 技術開発にあたって、他社同業調査や先行技術調査が必要（県工業技術総合センター等から）
② 大学との共同研究にあたって、NDA契約が必要（県産業振興機構から）
③ 新製品販売にあたって、知的財産権の取得が必要（よろず支援拠点、商工会議所等から）
④ 販路拡大にあたって、商標権取得とブランド化が必要（よろず支援拠点等から）
⑤ 海外展開にあたって、知財リスクへの対応が必要（ジェトロ長野から）
⑥ 新たな取引先への製造委託などにあたって、ノウハウの保護が必要（県工業技術総合センター、  
県産業振興機構等から）

■ 連携依頼
① 相談内容の課題解決のために、知財のほか多岐にわたる支援が必要
② 地財活用の先の事業展開の支援が必要
①及び②の例：製造委託企業とのマッチング、販路開拓、補助金活用、海外展開、事業承継、

HPやSNSによる情報発信など
③ 知財活用と併せて、研究開発、性能評価、産学連携、商品デザインをしたい
④ 知財戦略の構築に併せて、事業戦略、経営戦略を見直したい



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）支援機関との連携 ②

10

令和６年度の連携回数は、９５４回（速報値）で過去最多であった昨年度の１，０５３回
よりは少ないものの、令和７年２月末時点では、全国最多となっています。
表に記載のように、連携回数が多い支援機関は、１位 金融機関、２位 中小企業支援セ
ンター（９割以上は県産業振興機構）、３位 自治体、４位 商工会・商工会議所となっ
ています。金融機関との連携件数が多いことが当窓口の特徴です。

R５ R６

金融機関 310 341 １位

中小企業支援センター 250 286 １位

地方自治体 28 92 １位

商工会・商工会議所 68 72 １９位

よろず支援拠点 62 52 ２８位

公設試 27 54 ３位

大学・高専等 16 33 ３位

ＪＥＴＲＯ 12 12 ７位

小計 773 942

合計 1,053 954 １位

令和６年度全国順位
R7.2現在

機関名
回数


Sheet1

						講演会講師への謝金支払いと税金について　【支払額＝税抜１０万円の場合】 コウエンカイ コウシ シャキン シハラ ゼイキン シハライ バアイ



						個人へ支払い コジン シハラ		企業・団体へ支払い キギョウ ダンタイ シハラ

		源泉徴収　有 ゲンセンチョウシュウ アリ		当日支払い額 トウジツ シハラ ガク		１０万円 マンエン		－

				後日手続き ゴジツ テツヅ		当協会　所得税を税務署へ納付 トウキョウカイ ショトクゼイ ゼイムショ ノウフ		－

		源泉徴収　無 ゲンセンチョウシュウ ナシ		当日支払い額 トウジツ シハラ ガク		１０万円＋所得税 マンエン ショトクゼイ		１０万円+消費税10％ マンエン ショウヒゼイ

				後日手続き ゴジツ テツヅ		本人　所得税を税務署へ納付 ホンニン ショトクゼイ ゼイムショ ノウフ		企業等　所得税を税務署へ納付 キギョウトウ ショトクゼイ ゼイムショ ノウフ





























Sheet2



				機関名		回数				令和６年度全国順位　R7.2現在

						R５		R６

				金融機関		310		341		１位

				中小企業支援センター		250		286		１位

				地方自治体		28		92		１位

				商工会・商工会議所		68		72		１９位

				よろず支援拠点		62		52		２８位

				公設試		27		54		３位

				大学・高専等		16		33		３位

				ＪＥＴＲＯ		12		12		７位

				小計		773		942



				合計		1,053		954		１位
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中小企業

中小企業
診断士

弁護士 デザイン
／ブランド
専門家

大企業
OB

INPIT
加速的支援室

支援対象
【①知的資産の保有状況】
独自性のあるアイデア・技術・サービス・地域資源
など、経営成長につながる知的資産を保有している。

【③経営者の人柄・関与】
経営者に熱意・リーダーシップがあり、支援を受ける
に当たって積極的に対応・行動できる。
【④社内体制】
支援を受け入れる社内環境、組織的体力が望め
る。

【②ビジョン・将来性】
経営者が知的資産を活用した事業成長に対する
方向性やビジョンを有している。

【⑤安全性】
支援の実施にあたり、重要な企業経営上のリスク
がない。

・課題に適した専門家チームを
 派遣
・1年半～2年間の伴走支援
・知財総合支援窓口が継続的
にフォロー

チームリーダー（弁理士等）

知財総合支援
窓口担当者

 市場ニーズに合わせた商品開発能
力、サービス能力向上

 ブランド、PR力向上
 顧客、パートナー、マーケティング等
販売能力向上

 法規制等ビジネス環境への対応、
契約アドバイス ・・・等

事業成長
地域への貢献

専門家
チーム

チームリーダー及びメンバーは、案件に応じてケースバイケース

知的資産を活用した事業成長が見込まれる中小企業に対して、INPITから専門家チーム
を派遣、伴走支援を行うことで、支援先企業の組織の能力（ケイパビリティ）を高め、事
業成長を実現

サイトリンク

トピックス① 加速的支援（専門家チームによる伴走支援）

https://chizai-portal.inpit.go.jp/kasoku/
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（一般社団法人長野県発明協会）
トピックス① 加速的支援（専門家チームによる伴走支援）

12

1 横田商事株式会社（飯田市）（担当：小沢AD）

2 株式会社ツカダファイネス（岡谷市）（担当：金井AD）

3 株式会社かめや（原村）（担当：金井AD）

令和６年度 長野県窓口の加速的支援実績

Confidence



 中小企業等が抱える経営や事業の課題に対し、「市場」や「事業」の情報に「知財」の
情報を合わせた分析を行い、強みを活かした解決策を提案する支援

 令和6-7年度は、2年で200件程度を支援予定

経営・事業の具体的な課題を
解決するための戦略策定

知財 情報

特許、意匠、商標、技術、無形資産（論文・ブランド等）

市場・事業 情報

市場情報、事業情報、自社内部情報、自社保有の他社情報

専門家

分析・報告・提案

中小企業等

分析例

●●分野の市場は、★★需要により今後も安定した成長
が見込まれ、自社の新事業の柱として好適。

●●分野では、素材の調達、加工等は自社の既存の経営
資源を活用できるが、◆◆は不足しており外部連携も含
めて選択肢に。

親水性と保温性の両立は自社独自の特徴。
この強みを活かせる領域への参入が望まれる。

市
場
規
模

20XX年現在

素
材
（
自
社
）

加
工
（
自
社
）

◆◆
X社

○○
Y社

▲▲
Z社

販
売
（
自
社
）

自社

柔
軟
性

A社

B社

C社

光
沢
感

撥
水
性

伸
縮
性

保
温
性

親
水
性

市場規模推移 バリューチェーン分析 競合他社との保有特許の分析

 令和4～5年度の10回の公募で197件を採択（申請335件）。採択率約６０％。
採択者のうち２割がスタートアップ。

 利用したユーザーは、IPランドスケープの報告会に80％が「満足」と回答。

トピックス② IPランドスケープ支援事業

13

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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トピックス② IPランドスケープ支援事業

令和６年度 長野県窓口のIPランドスケープ支援事業実績

企業名 担当AD

1 株式会社ウイルダイフレックス（上田市） 久保

2 県工業技術総合センター環境・情報技術部門 久保

3 信光工業株式会社（長野市） 久保

4 株式会社フクシマ（飯島町） 小沢

5 株式会社　永田製作所（岡谷市） 金井

6 カナルウォーター株式会社（茅野市） 金井

7
公立大学法人公立諏訪東京理科大学
（テーマ：骨折治癒に使用する処置具、骨折治療治具）

金井

8
公立大学法人公立諏訪東京理科大学
（テーマ：ウェアラブル深部体温計測器）

金井

Confidence
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１０．その他留意事項（１）： 契約書

トラブル防止のため、取引開始前に締結しておくことが望ましい。

社外向け（例） 社内向け（例）

秘密保持契約 社内規程
（秘密保持）

開発契約・研究開
発契約

職務発明規程

製造委託契約（改
良の扱い、秘密保持）

退職時誓約書

取引・販売契約

特許実施許諾契
約

種別 内容例

二 次 的
著作物

翻訳、編曲、脚色等。原作の著
作者の同意が必要。第三者の
利用は、二次的著作物の著作
者と原作の著作者両方の同意
必要

編 集 著
作物

著作物の選択や配列に工夫。
百科事典、辞書、新聞、雑誌等

デ ー タ
ベースの
著作物

コンピュータで検索できるよう
に体系的に構成したもの

共 同 著
作物

共同で創作し、各人の寄与を
分離して個別に使用できないも
の

知的財産は幅広い（契約、著作権等）



INPIT長野県知財総合支援窓口

（一般社団法人長野県発明協会）

連携の重要性と各組織の役割（考え方）

相
談
企
業

支
援
機
関

連
携
機
関

登録専門家

登録専門家

登録専門家

課題対応時の重要性：支援機関 ＞ 連携機関＞ 登録専門家

連携の重要性と各組織の役割（考え方）



長野県ITコーディネータ協議会のご紹介

1

2025.4.22

特定非営利活動法人
長野県ITコーディネータ協議会

 令和７年度 ながの産業支援ネット連携推進会議 



◆ 2001年2月、国家プロジェクトから生まれた資格
⇒「経済産業省推進資格」

◆ 企業存続や組織の成長のために、変革構想立案からシステム

導入・評価改善までを一貫して推進・支援し、デジタル経営と
ＤＸを実現するプロフェッショナル人材です。

◆ 経営理念の達成に向けて、様々な経営課題と向き合い、ＩＴ  

を利活用してビジネスの変革を図り、 ＤＸを推進する役割を  
担います。 

2

ITコーディネータとは

Copyright：  ＩＴ Coordinators  NAGANO , 2023
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3

ITコーディネータとは

長野県 約150名



4

ITコーディネータの役割

気づき システム導入
戦略立案
（経営戦略
→IT戦略）

RFP
提案評価

活用改善

新たな気づきへ

ITC ITC ITC
ITC

⚫ この課題を解決するために、経営者と対話を繰り返しながら伴走型支
援をするための資格として、２００１年２月に経産省（当時、通産
省）が、「ITコーディネータ資格」を創設（「経産省推進資格」）。

⚫ 中小企業の経営者の多くは、ご自分の会社の経営課題に気づいては
いるが、それが論理的に整理されていることは少ない。

⚫ そういうなかで、「なんとなく」「流行りだから」「進められるま
まに」ITを導入しても、それが経営の力になることはない。

Copyright：  ＩＴ Coordinators  NAGANO , 2023



特定非営利活動法人 長野県ITコーディネータ協議会

〒381-0044 長野市中越2-21-29  
 
  設 立 2002年6月 (NPO法人化 2004年9月)
  会      員          58名

ITC長野のご紹介

5

① 企業・自治体等の経営戦略を含む戦略的情報化に関する 施策の提言
  ② 企業・自治体等の経営戦略を含む戦略的情報化の支援
  ③ 地域情報サービス基盤の整備・運営支援
  ④ 情報化に関する人材育成
  ⑤ 情報化の社会的影響に関する研究
  ⑥ その他この法人の目的を達成するために必要な事業

事   業

Copyright：  ＩＴ Coordinators  NAGANO , 2023
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経済産業省 「DX支援ガイダンス・別冊事例集」に採りあげられました。
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経済産業省 DX支援ガイダンス・別冊事例集



IT Coodinator IBARAKI 9

令和4年度 地域DX促進活動支援事業 (経済産業省)                            



設立の背景・主な構成員

⚫ 地域DX推進コミュニティ設立の背景・きっかけ
・DXを実践しているのは企業単位で、地域単位で進んでいない
・地域単位で推進できるモデルを作成し全国地域に展開することが必要と痛感
・R3年度の茨城県事業でITC茨城が2社のDX推進計画を実践
・そのスキームを活用し、今回は茨城・長野で実施する
⚫ 代表機関：【名称と役割】
特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
全体取り纏め、イベントを主催

⚫ 構成員：【名称と役割】
・ITコーディネータ茨城/長野県ITコーディネータ協議会

地域の取り纏め、事業者への伴走支援
・茨城県経営者協会/長野県経営者協会

会員に対し、DX推進を告知
・常陽銀行/八十二銀行

ITCと同行し、地域の事業者に向けDXを推進

支援活動の内容

①地域企業のＤＸ推進に向けた課題分析・戦略策定の伴走型支援
・セミナーを実施し、DXに興味のある事業者に啓蒙活動を実施
・DX推進指標で自己診断後、ITCがアドバイスを実施
・上記から選定された13事業者を伴走支援（茨城10社・長野3社）

・1社あたり10回の伴走支援を実施し、DX推進計画を作成

②地域企業とソリューション提供事業者（ITベンダー等）とのマッチング
・DXの進め方が分からない事業者、DXを進めているがツールが分からない事業者
を対象

・セミナー等を通じてITCがベンダーマッチング
・3事業者を伴走支援（茨城2社・長野1社）

③その他、地域企業のＤＸ推進に向けた支援活動
・IPAから公開されているDX推進指標を活用
・事前に活用方法の紹介を実施、診断後はITCがアドバイスを実施
・この活動に興味を持った来年度実施対象地域へ報告会を実施

●キーパーソン

【茨城・長野ＤＸ推進コミュニティ】

●【茨城・長野ＤＸ推進コミュニティ】の特徴

注：構成員の数が多い場合は主な者を記載

●問い合わせ先

● 活動地域 茨城県・長野県

特徴① ITコーディネータ(以下ITC)が主導 特徴② 地域の経営者協会と連携 特徴③ 金融機関も伴走者

➢ 大久保 賢二（副代表総括責任者）

ITコーディネータ茨城理事長。
カリキュラム等実施内容の企画立案を実施。

➢ 構成員➢ 特定非営利活動法人 ITコーディネータ協会

➢ 山崎 健（ネットワーク促進部）

ITコーディネータ協会内で地域活性化の
業務に従事。
茨城・長野ともに協働実績あり。

➢ 普世 芳孝（副代表総括責任者）

長野県ITコーディネータ協議会理事長。
幅広い経験と高い知見から助言を実施。

特定非営利活動法人ITコーディネータ協会 山崎 健 03-3527-2159 yamazaki.ken@itc.or.jp
https://www.itc.or.jp/localdx/

令和4年度 地域DX促進活動支援事業 (経済産業省)                            

mailto:yamazaki.ken@itc.or.jp
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支援事例(1)
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IPA   「DX SQUARE」

支援事例(2)



企業名 所在 認定月 備考

1 キッセイコムテック㈱ 松本市 2022.2

2 長野日本ソフトウエア 諏訪市 2022.11

3 興和ゴム工業㈱ 須坂市 2023.6

4 長野テクトロン㈱ 長野市 2023.7

5 ㈱ヤマサ 松本市 2023.8 DXセレクション

6 ㈱竹村製作所 長野市 2023.9

7 ㈱ケイケンシステム 長野市 2023.11

8 ㈱ダスキン諏訪 諏訪市 2023.11

9 ㈱ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ･ｲﾝﾌｫｰﾒｲｼｮﾝ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ 松本市 2024.10

10 北野建設㈱ 長野市 2024.11

11 (一社)長野県情報ｻｰﾋﾞｽ振興協会 長野市 2025.03

12 岡谷酸素㈱ 岡谷市 2025.03

長野県内のDX認定取得状況

全国
1417社

2025.4現在

県内企業の
取得を増や
したい
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長野県サイバーセキュリティ連絡会

地域単位の事業者のセキュリティ対策の強化のため、地域に根付いたセキュリティコミュニティ
の形成を図ることを目的に、総務省（総合通信局）と連携して設置したセキュリティ連絡
会を通じて、地域への意識啓発を実施。

・地域の企業や地方公共団体などについては、有効なサイバーセ
キュリティ対策をとるための人材育成・普及啓発の機会や情報共有
の枠組みなどが不足しているおそれ

・地域の企業や地方公共団体については、単独で有効なサイバー
セキュリティ対策をとることは困難であり、地域レベルでのコミュニ
ティを形成して情報共有等を強化することが必要

①地方公共団体
②業界団体
③サイバーセキュリティコミュニティ
④サイバーセキュリティ関係事業者・機関
●事務局

総務省 信越総合通信局
経済産業省 関東経済産業局 

 長野県ITコーディネータ協議会

構成員

定期的なセミナー
や演習等の実施

セキュリティ関連
の情報共有

地域に根付いたセキュリティコミュニティ

（信越サイバーセキュリティ連絡会）

通信

放送

ケーブルテレビ

サイバーセキュリティ
関係機関・関係事業者

中小企業団
体

商工会議所

地方公共団体 有識者

総務省
総合通信局

経済産業省

経済産業局
連携

✓最新情報の共有、各種支援策の活用

長野県
コミュニ
ティ



2003.5      長野県庁から情報システム調達監理業務を受託
2005.12    市町村向け「IT調達適正化支援サービス」を開始
2014.12  長野県市町村自治振興組合から「市町村電算システム

  共同化WG議事録等作成支援業務」を受託
2015.1      「特定個人情報導入に伴う支援業務」を開始 (木祖村から受託)
2016.1      長野県市町村自治振興組合から市町村情報政策担当者向け

相談窓口業務」を受託
2016.4      長野市からSIer支援業務を受託
2017.11    小諸市から基幹系クラウド化に関する監理業務を受託

  軽井沢町から情報システム調達適正化監理業務を受託
2018.4      御代田町から基幹システム移行方針・計画監理業務を受託
2018.7      「特定個人情報 安全管理措置・監査支援業務」を開始

(木祖村・軽井沢町・御代田町・高山村)  
2020.4      松川町からGIGAスクール構想調達監理業務を受託
2020.8      伊那市から「新産業技術の担い手育成・確保事業」を受託
2022.4      長野県CISO補佐業務を受託

長和町からDX推進計画策定支援業務を受託
2023.4      長和町からCIO補佐官業務を受託(軽井沢町・宮田村)

  駒ヶ根市から「地域DX人材育成事業」を受託

自治体支援の実績

自治体支援の取組(公共事業部)

Copyright：  ＩＴ Coordinators  NAGANO , 2023
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■CIO補佐官・情報化推進アドバイザー

■DX推進計画(情報化推進計画)策定支援

■情報システム調達仕様策定支援

■情報システム調達監理

■提案・見積り評価

■情報システム導入プロジェクト監理
■DX推進リーダー育成研修

■特定個人情報 安全管理措置・監査業務支援
■情報セキュリティ監査(内部監査・外部監査)

■情報セキュリティ研修

■地域情報化推進支援・IT産業育成支援

ITC長野が自治体様向けにご支援できること

自治体支援の取組(公共事業部)

Copyright：  ＩＴ Coordinators  NAGANO , 2023
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2025年度から始まる新しい資格「ITCアソシエイト」は、中小企業の様々な経営 課題と
向き合い、生成AIなどITを利活用してビジネスの変革を図り、DXを推進・支援する役割

を担います。新しいデジタル経営を実現するためのプロセスを学び、地域の活性化を
進めましょう！

ITC

ITC
ｱｿｼｴｲﾄ
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県内企業の経営課題解決に
支援機関と連携して取組んでいきますので、
よろしくお願いいたします。

特定非営利活動法人 長野県ITコーディネータ協議会
 
  URL       https://www.itc-nagano.jp/

Mail       info@itc-nagano.jp
TEL 050-3488-2160       



,

所属部署 氏名 創業

取引
拡大
・

販路
開拓

技術
・

製品
開発

雇用
・

能力
開発

人材
育成

経営
革新

IT化
・
DX
推進

事業
承継

知的
財産

環境
・

ﾘｻｲｸﾙ
国際化

融資
・

保証

補助金
・

助成金

産学官
連携

地域資
源活用

農商工
連携

1 長野県工科短期大学校 上田市下之郷813-8 技術研究開発機構 宮嶋 隆司 ０２６８-３９-０００７ ○ ○ ◎ ○

2 公立大学法人長野大学 上田市下之郷658-1 地域づくり総合センター 竹内 永 ０２６８-３９-０００７ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

3 上田商工会議所　※ 上田市大手1-10-22 中小企業相談所 坂口 竜一 ０２６８-２２-４５００ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 小諸商工会議所 小諸市相生町3-3-12 中小企業相談所 柳原 年希 ０２６７-２２-３３５５ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

5 佐久商工会議所 佐久市中込2976-4 中小企業相談所 櫻井 一孝 ０２６７-６２-２５２０ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

6 上田信用金庫　※ 上田市材木町1-17-12 地域事業部 矢嶋 顕弘 ０２６８-２２-６２６０ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

7 上田市マルチメディア情報センター 上田市下之郷812-1 業務課 斎藤 史郎 ０２６８-３９-１０００ ○ ○

8 （株）信州ＴＬＯ　※ 上田市常田3-15-1 技術移転グループ 勝野 進一 ０２６８-２５-５１８１ ○ ○ ◎

9 （一社）佐久産業支援センター 佐久市中込2336-1 丸山 隆男 ０２６７-５４-８１７１ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

10 公立諏訪東京理科大学　※ 茅野市豊平5000-1 地域連携・研究支援室 堀向 英次 ０２６６-７３-１３４５ ○ ○ ◎ ◎

11 長野県南信工科短期大学校 上伊那郡南箕輪村南原8304−190 電気システム学科 工藤 賢一 ０２６５-７１-５０５１ 〇 〇 ◎ 〇

12 飯田商工会議所　※ 飯田市常盤町41 中小企業相談所 支援課 鷲津 一彦 ０２６５-２４-１５００ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

13 岡谷商工会議所 岡谷市郷田1-4-11 中小企業相談所 今井 基雄 ０２６６-２３-２３４５ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

14 諏訪商工会議所 諏訪市小和田南14-7 諏訪エリア広域専門指導員 竹中 誠造 ０２６６-５２-２１５５ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

15 下諏訪商工会議所 諏訪郡下諏訪町4611 中小企業相談所 清水 義樹 ０２６６-２７-８５３３ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

16 伊那商工会議所 伊那市中央4605-8 中小企業相談所 大瀬木 茂生 ０２６５-７２-７０００ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

17 駒ヶ根商工会議所 駒ヶ根市上穂栄町3-1 経営支援課 滝澤 敏明 ０２６５-８２-４１６８ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

18 茅野商工会議所 茅野市塚原1-3-20 中小企業相談所 小平 稔 ０２６６-７２-２８００ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

19 諏訪信用金庫　※ 岡谷市郷田2-1-8 ビジネスサポート部 永田 裕一 ０２６６-２３-４５６７ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

20 飯田信用金庫　※ 飯田市本町1-2
営業統括部
ビジネスソリューション課

本島 充 ０２６５-２２-１７００ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

22 （公財）上伊那産業振興会 伊那市西箕輪2415-6 事務局 伊藤 憲明 ０２６５-７６-５６６１ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

23 （公財）南信州･飯田産業センター 飯田市飯田市座光寺3349-1
産業振興と人材育成の拠点「ｴｽ･ﾊﾞｰﾄﾞ」内

業務係 松本 学 ０２６５-５２-１６１３ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

24 NPO諏訪圏ものづくり推進機構 諏訪市小和田南14-7 樋口 公男 ０２６６-５４-２５８８ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 信州大学 学術研究・産学官連携推進機構 松本市旭3-1-1 研究推進部 産学官地域連携課 山本 爽可 ０２６３-３７-２０８７ ○ ○ ◎

26 松本大学 松本市新村2095-1 総務課 坂内 浩三 ０２６３-４８-７２００ ○ ◎ ○

27 松本歯科大学 塩尻市広丘郷原1780 庶務課 齊藤 恵 ０２６３-５１-２１６３ ○ ◎

28 松本商工会議所　※ 松本市中央1-23-1 中小企業振興部 大久保 明 ０２６３-３２-５３５０ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

30 大町商工会議所　 大町市大町2511-3 中小企業相談所 小日向 まゆみ ０２６１-２２-１８９０ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 日本政策金融公庫 松本支店　※ 松本市中央1-4-20
　　日本生命松本駅前ビル９階

国民生活事業 金子 昌弘 ０２６３-３３-７０７０ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

32 長野銀行　※ 松本市渚2-9-38 ソリューション営業部 小林 一成 ０２６３-２７-３９２５ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

34 （一財）塩尻・木曽地域地場産業振興センター 塩尻市大字木曽平沢2272-7 振興課 太田 洋志 ０２６４-３４-３８８８ ○ ○ ○ ○ ○

36 （一社）長野県中小企業診断士協会　※ 松本市城西2-5-12 小林 大登 ０２６３-３４-５４３０ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 （一財）塩尻市振興公社（塩尻ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾗｻﾞ）　※ 塩尻市大門八番町1-2 地域産業イノベーション事業部 堀内 靖男 ０２６３-５１-１９２０ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

38 国立高専機構 長野高専 長野市徳間716 地域共同テクノセンター 田中 秀登 ０２６-２９５-７０８７ ◎ ○ ◎

39 公立大学法人長野県立大学 長野市三輪8-49-７ ソーシャル・イノベーション創出センター 菅沼 隼人 ０２６-２６２-１７２５ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

40 長野県工業技術総合センター　※ 長野市若里1-18-1 技術連携部門 小杉 俊 ０２６-２６８-０６０２ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

41 長野県創業支援センター　※ 長野市若里1-18-1
長野県工業技術総合センター内

窪田 敏彦 ０２６-２６８-１４５６ ◎ ○ ○ ○

長野市吉田4-25-12
松本市寿北7-17-1
長野市若里1-18-1 長野事務所 ０２６-２２７-６０８０
諏訪市上川1-1644-10 諏訪事務所 ０２６６-５２-３４４２

44 （一社）長野県発明協会　※ 長野市若里1-18-1
長野県工業技術総合センター内

INPIT長野県知財総合支援窓口 長田 敏彦 ０２６-２２８-５５５９ ○ ○ ◎

45 （一社）長野県経営者協会　※ 長野市県町584 総務部 保谷 芳宏 ０２６-２３５-３５２２ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

46 長野県中小企業団体中央会　※ 長野市中御所字岡田131-10 連携支援部 重野 崇 ０２６-２２８-１１７１ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

47 （一社）長野県商工会議所連合会　 長野市七瀬中町276 小柳 彩 ０２６-２２６-６４３２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 長野商工会議所　※ 長野市七瀬中町276 経営支援部 今井 寛 ０２６-２２７-２４２８ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

49 須坂商工会議所 須坂市立町1278-1 経営支援課 熊谷 和宏 ０２６-２４５-００３１ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

50 信州中野商工会議所　※ 中野市中央1-7-12 経営支援課 池田 成彬 ０２６９-２２-２１９１ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

51 飯山商工会議所 飯山市大字飯山2239-1 相談課 内堀 真知子 ０２６９-６２-２１６２ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

52 千曲商工会議所 千曲市杭瀬下3-9 中小企業相談所 振興課 田中 憲 ０２６-２７２-３２２３ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

53 長野県商工会連合会　※ 長野市中御所岡田131-10 経営支援課 安藤 幸恵 ０２６-２１７-２８２８ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

54 長野県信用保証協会　※ 長野市大字南長野県町597-5 企業支援部 中村 寿志 ０２６-２３４-７６８０ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

55 商工組合中央金庫 長野支店　※ 長野市西鶴賀町1483-11 長島 洸 ０２６-２３４-０１４５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

56 日本政策金融公庫 長野支店　※ 長野市三輪田町1291 融資課 奥間 敦 ０２６-２３３-２１４１ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

57 八十二銀行　　※ 長野市岡田178-8 営業企画部 川口 隼矢 ０２６-２２４-６８９５ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

58 長野県信用組合　※ 長野市新田町1103-1 ソリューションビジネス部 上条 謙太 ０２６-２３３-５６０５ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

59 長野信用金庫　　※ 長野市居町133-1 地域みらい応援部 松澤 光貴 ０２６-２２４-７７４１ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

長野市大字南長野北石堂町1177-3

松本市深志1-4-1

61 （一財）長野経済研究所　　※ 長野市中御所岡田178-13
八十二別館3階

経営相談部 経営支援室 牛山 秀夫 ０２６-２２４-５７４０ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

62 （一社）二十一世紀ニュービジネス協議会 長野市西後町610-12
R-DEPOT 3F-F

事務局 篠崎 京子 ０２６-２１７-１９１０ ◎

63 （一社）長野県情報サービス振興協会 長野市岡田124-1
長水建設会館内

事務局 村松 博之 ０２６-２２５-１１２３ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

64 長野県中小企業家同友会 長野市若里4-17-1
信州科学技術総合振興センター2F

事務局 早川 麻美 ０２６-２６８-０６７８ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

65 長野市ものづくり支援センター（UFO Nagano） 長野市若里4-17-1信大工学部内 保坂 哲朗 ０２６-２２６-０１８０ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

66 （公財）さかきテクノセンター 埴科郡坂城町大字南条4861-35 事務局 清水 智成 ０２６８-８２-０００１ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

67 （一社）長野県経営支援機構 長野市南長野字幅下667-6
長野県土木センター内

総務 武村 勉	 ０２６-２３７-２５３０ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

68 長野県弁護士会 長野市妻科432 山崎 秀隆 ０２６３-８７-６０１２ ◎ ○ ◎ ○

69 (一社)信州産学みらい共創会 長野市若里4-17-1信大工学部内
信州科学技術総合振興センター1階

事務局 浅川 武彦 ０２６-２６９-５３８４ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

70 NPO長野県ITコーディネータ協議会 長野市中越2-21-29 理事長 普世 芳孝 ０５０-３４８８-２１６０ 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

71 （公財）長野県産業振興機構　　※ 長野市若里１－１８－１
長野県工業技術総合センター内

企画連携部 青木 宏樹 ０２６-２２７-５８０３ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※印の付いている支援機関は支所・支店・事務所等がありますのでホームページ等でご確認ください。

○ ○ ◎ ○

○

○ ○ ◎

○ ○

60 長野県信用農業協同組合連合会　　※ 営業統括部　ビジネスサポート課 中村 卓皓 ０２６-２１７-２３２０ ○

◎○ ○ ○

◎ ○ ○ ○

43 （独）日本貿易振興機構 長野貿易情報センター　※ 粕谷 修司 ○

０２６-２４３-７８５６ ◎

◎

○

北

　

　

信

42
長野職業能力開発促進センター　※
　（ポリテクセンター長野）

訓練課 朝倉 均

○ ○○ ○ ○０２６３-４０-１０００ ○ ◎ ◎ ○ ◎

◎

○

35 （一財）松本ものづくり産業支援センター 松本市大字和田4010-27 ものづくり支援担当 豊口 稔

◎ ◎ ○ ○◎ ◎ ○ ○ ○◎ ◎ ○ ○ ○０２６３-３５-０００７

０２６３-５２-０２５８ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○◎ ○ ○ ○ ○

中

　

　

信

29 塩尻商工会議所　※
塩尻市大門一番町12-2
　　　　　えんぱーく406

中小企業相談所 谷田部 和良

○ ○◎ ○ ◎ ◎◎

33 松本信用金庫　※ 松本市中央3丁目11-3 地域リレーション支援部　企業成長支援課 峯村 一幸

○ ○

地

　

域
No. 名　称 所　在　地

窓口担当者

電話番号

○は支援している分野、◎は主要支援分野です。

○ ○ ○ ○

東

　

　

信

南

　

　

信

21 アルプス中央信用金庫 　※ 伊那市荒井3438-1 営業統括部 企業支援室 中村 卓朗 ０２６５-７４-９６１５ ◎

令和7年度 ながの産業支援ネット （窓口担当者）

注:参画機関内限り

https://www.pit-nagano.ac.jp/
https://www.nagano.ac.jp/
https://www.ucci.or.jp/
https://www.kcci.komoro.org/
https://www.sakucci.or.jp/
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https://shinshu-tlo.co.jp/
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https://www.iidacci.or.jp/
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https://www.mdu.ac.jp/
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https://www.occi.jp/
https://www.jfc.go.jp/
https://www.naganobank.co.jp/
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https://www.kiso.or.jp/
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https://www.nagano-nct.ac.jp/
https://www.u-nagano.ac.jp/
https://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/cms/
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https://www3.jeed.go.jp/nagano/poly/
https://www.jetro.go.jp/jetro/japan/nagano/
http://n-hatsumei.jp/
https://www.nea.or.jp/
http://www.alps.or.jp/
https://www.nagano-cci.or.jp/kenren/
https://www.nagano-cci.or.jp/
https://www.suzaka.or.jp/
https://nakanocci.or.jp/
https://www.iiyamacci.jp/
https://chikumacci.jp/
https://www.nagano-sci.or.jp/
https://www.nagano-cgc.or.jp/
https://www.shokochukin.co.jp/atm/list/nagano.html
https://www.jfc.go.jp/
https://www.82bank.co.jp/
https://www.naganokenshin.jp/
http://www.nagano-shinkin.jp/index.shtml
https://www.naganoken-jabank.or.jp/kenshinren/
http://www.neri.or.jp/www/index.html
http://www.21cnbc.jp/
http://www.nisa.or.jp/
https://nagano.doyu.jp/
https://www.city.nagano.nagano.jp/soshiki/skr/706764.html
https://www.sakaki-tc.or.jp/
https://iikeiei.jp/
https://nagaben.jp/
https://www.kyosokai.or.jp/
https://www.nice-o.or.jp/
https://www.naganoken-jabank.or.jp/kenshinren/
https://www.jetro.go.jp/jetro/japan/nagano/
https://www3.jeed.go.jp/nagano/poly/
https://www3.jeed.go.jp/nagano/poly/
https://www.m-isc.jp/
https://www.shiojiri.or.jp/
https://www.matsumoto-shinkin.jp/
https://www.shinkin.co.jp/alshin/
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